
広報かすみがうら  H21.47

問い合わせは　観光商工課　☎内線 2522

企業活動をバックアップします！！
～事業所運営に有利な制度をご利用ください～

　

自
治
金
融
制
度
利
用
の
方
に

　

有
利
な
支
援

　

市
で
は
、
市
内
中
小
企
業
の
健
全
な
経
営
確
保

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
自
治
金
融
制
度
を
充

実
し
ま
し
た
。
事
業
の
運
転
資
金
や
設
備
資
金
と

し
て
ご
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
資
金
計
画
を
立
て
、

有
効
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

自治金融制度とは
◆利用対象 市内に店舗、工場または事業所を有し、中小企業信用

保険法施行令第１条に定める業種であり、市税完納者
または完納見込が確実なもの

◆融資限度額 ・運転資金　500万円
・設備資金　1,000 万円
・運転資金　設備資金あわせて 1,000 万円まで

◆貸付利率 1.9％（平成 21年 4月 1日現在）
※貸付利率は金融情勢により変わることがあります。

◆返済期間
（ 最 長 ）

・運転資金（5年以内）
・設備資金（7年以内）

◆ 保 証 人 ・個人＝不要
・法人＝代表者を連帯保証人

☆☆市の支援の変更内容☆☆
項　目 改正前 改正後 備　考

利子補給金の額 利子額（延滞利子を除く）の
3％に相当する額

利子（延滞利子を除く）のうち
年利 1.2％に相当する額 平成 20年 10月 1日

から適用
利子補給期間 運転資金　5年以内

設備資金　7年以内
運転資金　3年以内
設備資金　3年以内

信用保証料 補助なし 全額補助 平成 21年 4月 1日
から適用

（注） 既に自治金融制度を利用し融資返済が残っている方に対しても、平成 20 年 10 月 1 日以降の返済時残額に対し
て改正後の内容で利子補給が適用されています。

免除を受ける要件
対象業種

製造業・情報通信業・運輸業・卸売業・小売業・情報
通信技術利用業・自然科学研究所

要　　件

①従業者数
市内在住者５人以上を新規雇用（増加
させること）
（ただし、中小企業の増設は３人以上）

②雇用形態
雇用保険法に定める被保険者
（日雇労働者および短期雇用者等に係
る被保険者を除く）

適用期間

平成 21 年 4 月 1 日から平成 24 年 3 月 31 日までの
間（３年間）に新増設（ただし、失効日以前に土地の
所有権を取得した場合で、失効日から 3年を経過する
日までに新増設を完了した場合も適用）

申告期限
1月 31日（毎年）
※初年度は新増設をした日の属する年の翌年

問い合わせは　市商工会☎ 0299-59-3755　☎ 029-897-0055　または　観光商工課　☎内線 2522

　

企
業
立
地（
事
業
拡
張
）に
対

　

し
固
定
資
産
税
を
課
税
免
除

　

市
で
は
、
市
内
産
業
活
動
の
活
性
化
と
市
民
の

方
々
の
雇
用
機
会
の
創
出
の
た
め
、
市
内
に
事
務

所
な
ど
を
新
設
ま
た
は
増
設
し
た
法
人
を
対
象
（
一

定
の
要
件
有
り
）
に
、
３
年
間
の
固
定
資
産
税
（
新

増
設
に
係
る
家
屋
・
土
地
・
償
却
資
産
に
限
る
）

を
課
税
免
除
し
ま
す
。（
土
地
は
、
家
屋
の
底
地
部
）

　

課
税
免
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
特
例
措
置
に

関
す
る
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

支援

免除
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平成 21年度の固定資産税納付書と
課税証明書を 4月中旬に発送して
います。

表２【商業地等の宅地】
負担水準 税負担
0.7 超 課税標準額〔価格× 70％〕
0.6 以上
0.7 以下 前年度課税標準額を据え置き

0.6 未満

課税標準額〔前年度課税標準額 +今
年度評価額×5％〕（Ａ）
ただし、（Ａ）が評価額× 60％を上
回る場合は 60％相当額、評価額×
20％を下回る場合は20％相当額

表１【住宅用地】
負担水準 税負担
1.0 以上 課税標準額〔価格× 1/6（※）〕
0.8 以上
1.0 未満 前年度課税標準額を据え置き

0.8 未満

課税標準額〔前年度課税標準額+今年
度評価額×1/6（※）× 5％〕（Ｂ）
ただし、（Ｂ）が評価額×80％を上回
る場合は80％相当額、評価額×20％
を下回る場合は20％相当額

※ 200㎡を超える面積については 1/3

問い合わせは　税務課　☎内線 1126

固定資産税評価替えの基準年度です
～平成 21 年度から 3年間評価額が据え置きになります～

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
で
、
土
地
や
家
屋
、
償
却

資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
に
固
定

資
産
の
価
格
、
す
な
わ
ち
「
適
正

な
時
価
」
を
課
税
標
準
と
し
て
課

税
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
21
年
度
は
価
格
の
見
直
し

（
評
価
替
え
）
の
年
度
（
基
準
年
度
）

に
当
た
り
、
平
成
22
年
度
と
平
成

23
年
度
に
は
新
た
な
評
価
を
行
わ

ず
、
基
準
年
度
の
評
価
額
を
３
年

間
据
え
置
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

宅
地
の
評
価
は
、
状
況
が
類
似

す
る
地
区
ご
と
の
標
準
宅
地
に
つ

い
て
、
不
動
産
鑑
定
価
格
の
７
割

相
当
額
を
適
正
な
時
価
と
し
、
地

区
内
の
宅
地
一
筆
ご
と
に
比
準
し

て
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
標
準
宅
地
の
平

米
当
た
り
の
価
格
に
各
筆
の
地
積

を
乗
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
宅
地
の
評
価

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
評

価
替
え
に
併
せ
て
画
地
計
算
を
導

入
し
ま
す
。

　

画
地
計
算
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

画
地
の
「
奥
行
」｢

形
状
」
お
よ

び
「
道
路
」
な
ど
の
状
況
を
価
格

に
反
映
さ
せ
る
も
の
で
す
。
具
体

的
に
は
、
次
の
よ
う
な
画
地
に
補

正
が
入
り
ま
す
。

・
奥
行
（
奥
行
短
小
な
画
地
、
奥

行
長
大
な
画
地
）

・
形
状
（
整
形
地
、
不
整
形
地
）

・
道
路
状
況
（
一
方
路
線
、
二
方

路
線
、
三
方
路
線
、
四
方
路
線
、

無
道
路
地
）

《
引
き
続
き
税
負
担
の
調
整
》

　

宅
地
の
税
負
担
に
つ
い
て
は
、

平
成
９
年
度
の
評
価
替
え
で
導
入

し
た
税
負
担
の
調
整
措
置
を
引
き

続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

は
、
地
域
や
土
地
に
よ
っ
て
ば
ら

つ
き
あ
る
負
担
水
準
（
評
価
額
に

対
す
る
前
年
度
課
税
標
準
額
の
割

合
）
を
一
定
の
水
準
に
均
衡
化
す

る
制
度
で
す
。（
表
１
・
表
２
参
照
）

　

家
屋
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
評

価
替
え
以
降
３
年
間
の
建
築
物
価

変
動
な
ど
を
反
映
さ
せ
た
固
定
資

産
評
価
基
準
か
ら
算
出
す
る
再
建

築
価
格
を
基
準
に
評
価
し
ま
す
。

　

評
価
の
対
象
と
な
る
家
屋
と
同

一
の
も
の
を
、
現
在
建
築
す
る
場

合
に
必
要
と
さ
れ
る
建
築
費
（
再

建
築
価
格
）
に
、
家
屋
の
建
築
後

の
経
過
年
数
に
よ
っ
て
生
ず
る
損

耗
の
状
況
に
よ
る
減
価
な
ど
の
補

正
率
（
経
年
減
点
補
正
率
）
を
乗

じ
て
評
価
額
を
算
出
し
て
い
ま
す
。

【
在
来
家
屋
の
多
く
は
引
き
下
げ

に
】

　

平
成
21
年
度
の
評
価
替
え
で
は
、

経
年
減
点
補
正
率
な
ど
に
よ
る
再

評
価
で
多
く
の
在
来
家
屋
（
既
に

評
価
さ
れ
た
家
屋
）
の
評
価
額
が

下
が
り
税
負
担
も
下
が
り
ま
す
。

た
だ
し
、
新
築
軽
減
の
適
用
を
受

け
て
い
た
家
屋
で
、
新
築
軽
減
の

期
間
（
３
年
ま
た
は
５
年
間
）
が

満
了
と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

税
額
が
上
昇
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

地
�
評
価
�

画
地
計
算
�
導
入

土

屋�
在
来
��
経
過

年
数
�
�
�
減
額

家
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☆☆☆ 契約医療機関 ☆☆☆ 単位：円

医　療　機　関　名 種　　類 料金 補助金 受診者
負担金

医療法人　石岡脳神経外科病院（小美玉市）
人間ドック 日帰り 42,000 20,000 22,000

脳ドック 日帰り 43,050 23,000 20,050

併診ドック 日帰り 69,300 32,000 37,300

医療法人　社団青州会　神立病院（土浦市）
人間ドック

日帰り 37,800 20,000 17,800

一泊 64,050 20,000 44,050

脳ドック 日帰り 49,350 23,000 26,350

総合病院　土浦協同病院（土浦市）
健診場所：農村健康管理センター

人間ドック
日帰り 40,370 20,000 20,370

一泊 67,670 20,000 47,670

併診ドック
日帰り 66,620 32,000 34,620

一泊 93,920 32,000 61,920

財団法人　霞ヶ浦成人病研究事業団（阿見町）
健診場所：健康センター

人間ドック
日帰り 39,900 20,000 19,900

一泊 61,950 20,000 41,950

脳ドック 日帰り 52,500 23,000 29,500

併診ドック 日帰り 81,900 32,000 49,900

財団法人　つくばメディカルセンター（つくば市）
健診場所：つくば総合健診センター

人間ドック 日帰り 40,110 20,000 20,110

脳ドック 日帰り 52,500 23,000 29,500

併診ドック 日帰り 82,110 32,000 50,110

石岡市医師会病院（石岡市）
健診場所：健診センター

人間ドック 日帰り 38,050 20,000 18,050

※料金は消費税を含む。

人間ドック費用を補助します！
～健康状態の把握、病気の早期発見に努めましょう～

　

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）

保
険
が
平
成
20
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
75
歳
以

上
の
方
（
一
定
の
障
害
の
あ
る
方

は
65
歳
以
上
）
が
自
分
の
健
康
状

態
を
把
握
し
、
病
気
を
早
期
に
発

見
す
る
こ
と
で
永
く
健
康
を
保
っ

て
も
ら
お
う
と
、
平
成
21
年
度
か

ら
人
間
ド
ッ
ク
に
か
か
っ
た
費
用

の
補
助
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者
＝
市
内
に
住
所
を
有

す
る
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
被
保
険
者

（
た
だ
し
、
納
期
の
到
来
し
た
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し
て

い
な
い
者
、
市
が
行
う
健
康
診
査

な
ど
の
受
診
を
し
た
方
ま
た
は
予

定
し
て
い
る
方
を
除
き
ま
す
。）

◆
補
助
金
額

・
人
間
ド
ッ
ク
＝
２
万
円

・
脳
ド
ッ
ク
＝
２
万
３
千
円

・
併
診
ド
ッ
ク
＝
３
万
２
千
円

◆
申
請
場
所
＝
国
保
年
金
課
（
千

代
田
庁
舎
）
／
霞
ヶ
浦
保
健
セ
ン

タ
ー
／
千
代
田
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
申
請
方
法
＝
申
請
場
所
に
申
請

用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、
被
保
険

者
証
と
印
鑑
を
持
参
し
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
受
付
＝
先
着
順
に
受
付
を

し
、
予
算
の
範
囲
内
で
締
め
切
り

と
な
り
ま
す
。

◆
医
療
機
関
＝
市
と
契
約
し
た
６

医
療
機
関
で
健
診
が
可
能
で
す
。

（
下
表
参
照
）

◆
経
過
措
置
＝
こ
の
申
請
に
よ
ら

ず
、
長
寿
医
療
保
険
の
対
象
と
な

る
方
が
４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日

ま
で
に
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
を
受
診

さ
れ
た
場
合
は
、
負
担
し
た
費
用

を
証
明
す
る
書
面
を
添
え
て
、
７

月
15
日
（
水
）
ま
で
に
申
請
す
る

こ
と
に
よ
り
、
補
助
対
象
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
国
保
年
金
課
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
注
意
事
項

・
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
予
約
は
、

申
請
す
る
際
に
市
役
所
で
行
い
ま

す
の
で
、
自
分
で
事
前
に
予
約
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
人
間
ド
ッ
ク
は
年
１
回
、
脳
ド

ッ
ク
と
併
診
ド
ッ
ク
は
３
年
に
１

回
の
補
助
と
な
り
ま
す
。

・
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
国
保
年
金
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

・
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
受
け
付
け

は
先
着
順
で
予
算
の
範
囲
内
ま
で

と
な
り
ま
す
。
受
診
を
予
定
し
て

い
る
方
は
早
め
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
経
過
措
置
を
利
用
す
る
方

に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

問い合わせは　国保年金課　☎ 1144・1145

長寿医療（後期高
齢者医療）保険の
被保険者を対象に
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